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はじめに
アメリカにおいて学校教育を改善するための方法には，ふたつの一般的方略がある。第 1は，法
律を定めたり，学習指導要領のような明確な教育基準を示したりする方略である。第2の方略は，
示された基準が着実に実践されているか否かを吟味することにより，教育実践の質を確保しようと
する方略である。標準テストの実施やアカウンタビリティの重視などがそれにあたる。これらのふ
たつの方略は，いわば学校の入口と出口を制御することに力点がおかれ，一連の学校教育改革にお
いていずれも重要な役割を果たしている。しかしながら， J.スティグラーら (JamesW. Stigler & 
James Hiebert)が TheTeachingGap: Best Ideas 丘omthθlI'orld's Teachers for Improving Education 
in the Classroom， The Freepress， 1999の中で指摘しているように，各教室における学習指導そ
のものを改善していかなければ，学校教育改革政策は機能しない (Ibid，p.2)。
一方，アメリカの学校の指導性を高める方略として一般にとられているのは，力量ある教師を即
戦力として雇用するやり方である。それは労働力の流動性を前提としている。アメリカでは終身雇
用制よりも，頻繁に転職することによって職業キャリアを積み上げることが一般的となっている。
教職も例外ではなく，たとえばジョージア州では教師の雇用契約は 7年ごとに更改される。学校か
ら学校へ，または学区から学区へと異動することが多い。そればかりか，教職・非教職聞の流動性
も高い。アメリカの学校刷新は，このような背景を利用して行われる。
たとえば，新しく個性ある学校を設立しようとする場合，学校は教員を広く募集するが，採用面
接の際には，応募者に対して新設校の目指す理想像を詳しく説明しそれに同調・賛同する者だけ
が選抜の対象となる。したがって，学校の教育方針に合致する教員だけが集められることになる。
また，既存の学校で、あっても， 7年ごとに教師の契約更改があるので，更改の際に新しい教育方針
に適合しない教師は契約更改されず，方針に合致する即戦力の人材を外部から登用することになる。
いわば教師のさしかえによって学校の方針に則した指導力向上がはかられる。
一方，教師の側からすれば，契約更改を有利にするため，あるいは，よりよい条件の学校に転出
できる可能性を高めるためには， 日頃から，新しい教育方針，カリキュラム，教育方法，などに十
分対応できる力量を身につけておく必要がある。それゆえ，教師たちは，現職をつとめながら，夜
間や休日を利用して大学院で研修を積む。あるいは，連邦政府や州政府などからの助成金を受けた
NGOなどの主催するワークショップなどに参加して自己研鎖を積む。このようにアメリカの教師た
ちも，研修を受ける機会が多い。大学院での修士・博士号の取得率に注目すれば， 日本よりも研修
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が盛んであるとも言える。
しかし大学院での単位取得やワークショップなどは，個人単位で行われ，それらの成果は一教
師の教育実践を向上させるものの，それが学校全体に共有されることはあまりない。これらのこと
が阻害要因となり，アメリカの学校では長い間，学校ぐるみで指導力を向上させたり，カリキュラ
ムを開発したりすることが難しかった。前述のスティグラーらの指摘は，このことに関連している。
彼らは TIMSS(第 3回国際数学・理科教育調査)ビデオ授業研究を通して， 日本，アメリカ， ドイ
ツの数学授業や教師へのアンケートを分析し，その調査過程や分析過程をも含めて考察を行った結
果，学習指導方法の改善は，学校が無意識的に持っている[文化的な営みj に留意しなければ，効
力を持ち得ないことを指摘し (Ibid.， p. 85) ，学校文化に根ざした日本の f校内研修jに学ぶこと
の重要性を主張している (Ibid.， p.110)。
ところが最近，アメリカにおいても校内研修の意義が認められ，教師の任務の一部として校内研
修の機会を設ける学校がみられるようになってきた。本稿で紹介する米国ジョージア州カウィータ
郡の CentralEducational Center (CEC)もそのひとつで、ある。 CECはチャーター・スクールで、あり，
教育方針および教育方法，学生の受け入れ体制において，個性的な学校づくりを目指している。新
設型(スタート・アップ)チャーター・スクールで、あるので，創設時に本センターの独特な教育方
針に合致した教員が新たに集められたという意味では，アメリカの従来からの改革手法に則ってい
る。しかしながら，毎週水曜日に校内研修の時間を設けるなど，スティグラーらが注目した「文化
的な営みJに関わる改革も行われている。そこで， CECを訪問してセンターの最高経営責任者 (CEO，
Chief Executi ve Officer)に聞き取り調査および施設見学を行った。そのようすを記述するのが本
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稿の目的である。
本稿は， r中等学校の多様化・個性化政策に関する国際比較研究J(平成 13-15年度科学研究費補
助金(基盤研究 (A) (1))研究代表者 望田研吾)の一環として行われたアメリカ班調査の中間報
告の一部である。アメリカ班の第1次調査は藤田晃之筑波大学助教授によって 2001年1月27日---2
月9日に実施され，第 2次調査は江原武一京都大学教授と筆者によって 2002年 11月 10日---20日
に実施された。
第2次調査では，タイプの異なる 3つのチャーター・スクール，すなわち， (1)地域が提供した
校舎を利用して EdisonSchoolsという企業と提携している CharlesR. Drew Charter School， (2) 
マーケット内の施設を校舎に転用しながら理数系の優秀な生徒を教育しようとしている TheFul ton 
County Charter High School for Mathematics and Science， (3) 3つの高校と 1つの工業大学か
ら学生を受け入れて職業訓練に結びついた学習を強調する CentralEducational Center，といった
3校を視察した。チャーター・スクールに着目したのは，個性的で特色のある学校実践が創出され
やすく，アメリカにおける新しい学校文化のあり方が観察しやすいと考えられるからである。また，
ジョージア州を選んだのは，チャーター・スクールと一般の公立学校との関係や規制緩和のあり方
が，日本でのチャーター ・スクール制度導入があるとするならば，それに比較的近くなるだろうと
判断されたからである。なお， (1) (2)については，すでに， r教育の多様化・個性化政策の実践
方略としての学校文化改善一米国ジョージア州のチャーター・スクール2校の事例ーJ(r r中等学校
の多様化・個性化政策に関する国際比較研究J(平成 13-""15年度科学研究費補助金(基盤研究 (A)
(1))研究代表者 望田研吾)中間報告書』平成 15年 3月， 209---244頁)において中間報告を行
っている。本稿は， (3)のCentralEducational Centerでの聞き取り調査の中間報告にあたり，
聞き取り調査で得られた情報をできるだけ忠実に記載するにとどめ，詳細の考察は別の機会に行う
ことにする。
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1. Central Educational Centerにおける聞き取り調査の概要
米国ジョージア州カ ウィータ郡 (CowetaCounty) Newnanにある CentralEducational Centerを
2002年 1月 1 日(月)午前8時30分から正午の問，江原武一京都大学教授と共に訪問した。Mark
Whitlock最高経営責任者 (CEO，Chief Executive Officer)への聞き取り調査の後 Whitlock氏の
案内で校舎内を見学した。校舎内で、は授業中の教室に数多く入らせていただいた。
2. Central Educational Center (CEC)の概要
ジョージア州カウィータ郡のCentralEducat ional Center (CEC)の構想は 1996年から議論され，
1999年にチャーターが認可された。契約期間は2004年6月30日までの5年間である。そして， 2000
年， CECは新設型 (start-up)チャーター 。スクールとして開校した。
校舎は廃校になったミドルスクールの敷地を利用して建設された。創立当初の校地は， 約 65，000 
平方フィ ートであったが， 2年目には倍の約 130，000平方フィートになっているの
本センターの特徴のひとつは， 他の学校に所属している生徒を本センターが受け入れてF 授業を
実施している点である。カウィータ郡にある 3つの高校 (NewnanHS， East仁owetaHS， Northgate HS) 
とlつのテクニカル。カレッジ (WestCentral Technical College)が提携校でLある。
校はいずれも普通の公立学校で，チャーター。スクールで、はない。提携校に在籍する生徒。学生の
うち，CECでの科目履修を希望する者だけが，本センターに通って授業を受けている。そのうち 3
高校別 CEC登録生徒数は表 lのとおりである。
これらの 4
9: 30 a. m. 
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332 
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East Coweta 
Northgate 
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表 1で，r午前j とあるのは， CECで午前中，すなわち表2のl限と 2限の授業を受けに来る生徒
数で， f午後Jとあるのは， 3限， 4限の授業を受け-にくる生徒数である。3高校合計の総生徒数が
約4，500人であるので，約2害Ijの生徒がCECに来ていることになる。一方p テク ニカル 。カレッジ
からは378人が単位取得のために本センターに通っている。また，高校とテク ニカノレ。カレッジと
に二重に在籍することが可能であり，その生徒は63人である。
提供科目は以下のとおりである。なお，※の科目はカレッジ。 コース，
スを示す。
3次元モデリング。コンピュータ。アニメーション/上級幾何 。三角測量/上級コンピュータ。
アプリケーションソフト/農業経営/幾何 1，111/アメリカ文学 。作文(11年生)/応用物理
学/銀行・金融/基礎機械操作※/生物工学/放送。映像制作職場実習/放送 。映像制作 1/ビ
ジネス・コース(オンライン)※/商法/ビジネス 。マーケティ ング情報システム/C++プログ
ラミング/C++アプリケーション/ケーブル ・ネットワーク。 インフラ/CAD※/ CBE(協同ビジ
ネス教育)/CBEインターン/幼児発育準専門士※/公認顧客サービス専門土※/公認製造専門
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士※/シスコ・システム資格 1，11/シスコ・システム資格 111，1V/コンピュータ情報システ
ム(C1S)※/コンビュータ JAVAプログラミング/コンピュータ修理 I※/問題解決理論/建築
職場実習/建築1，1 1 ，1 1 1/ DCT (多角的協同訓練)/歯科助手 1，11※/デスクトップ・パブリ
ツシング/製図 1，11/経済学/電子 1/英文学・作文(12年生)/起業/外国語としての英語
1， 11， 111， lV/フラワー・アレンジメント/ガスアーク溶接※/一般園芸/ドイツ語1/グラ
フイツク・アート 1，11， Ill， lV/健康産業職場実習/健康産業 1，11/情報工学/入門情報
工学/インターネット管理/国際ビジネス/ラテン語 1/宿泊業 1，11/工作機械工学学士※/
金属接合 1，11/医療助手学士※/マイクロソフト・オフィス・ユーザ・スペシャリスト資格
(MOUS)アクセス※/マイクロソフト・オフィス・ユーザ・スペシャリスト資格(MOUS)パワー
ポイント※/ネットワーク学士※/会計※/準患者管理士※/患者管理士※/プレハブ、工法/
会計原理1，11/食品 1/旅行業入門/旅行業1，11/職業準備
なお，チャーター外として，夜間テクニカル・スクール，夜間高校，成人教育のコースがあり，
同じ施設を使って教育がなされている。 2001-2002年度の学生数は，それぞれ， 246人， 65人， 784 
人で、あった。
CECには約 1900万ドルが投資されている。内訳は，元ミドル・スクールの敷地と施設の固定資産
約700万ドル， r知事モデル・プロジェクト補助金J700万ドル，備品費としてカウィータ郡スクー
ル・システム，ウエスト・カウィータ・テクニカル・カレッジ，教育委員会技術・成人教育課など
から 300万ドル，カウィータ郡市民の寄付200万ドルで、ある。
CECの最高責任者は， r校長J(principal)ではなく，企業組織と同じように最高経営責任者 (CEO:
Chief Executive Officer) と呼ばれている。CEOの下には3人の管理職が置かれている。ひとりが
高校プログラム責任管理者でいわば高等部長，もうひとりがカレッジ業務責任管理者でいわばカレ
ッジ部長にあたる。もうひとりが， CEC全体の技術職業教育の教務を担当する技術職業教育責任管
理者で，適切なカリキュラムがなされているか，企業から求められている技能を生徒に身につけさ
せているかについて責任を持つ。 CECには，評議会がおかれ，保護者(チャーターで評議員の半数
以上と定められている)と，企業経営者，教育関係者によって構成されている。 CEOは，この CEC
評議会と，カウィータ郡教育委員会，および，ウエスト・カウィータ・テクニカル・カレッジ評議
会の3つの組織に対して説明責任を持つ。
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3. C EOへの聞き取り調査
本センターのあるカウィータ郡は，人口規模10万人の学校区です。幼稚園から 12年生までの児
童・生徒数は l万8000人，高校生だけですと 4500人です。人口増加率が合衆国で24番目に大きい
郡です。大都会のアトランタは現在400万人都市になっていますが，カウィータはアトランタ都市
の発展の一部として成長してきました。この地には，とても多様な産業があります。合衆国の各地
では消えてしまったような工場も残っています。サービス産業もあります。工業もあります。ヤマ
ハ・モーターもあります。ヤマハは，カウィータ郡でもっとも大きな企業です。
若者に高度な技術を身につけて就職してもらうために，この郡では，従来の教育とは違った教育
が行われてきました。高校卒業者には，もっと技術を身につけてもらう必要があります。それと同
時に，市民はそれ以上の，つまり，中等後教育 (post-secondaryeducation)を受ける必要があり
ます。カウィータ郡の高卒者の約40免が中等後教育を受けています。 CECの創設時にフロリダ大学に
よって行われた調査では，80%の高卒者が中等後教育を受けたいと思っているとの結果がでました。
合衆国全体では，労働市場が，すべての若者になんらかの中等後教育を受けることを求めています
チャーター・スクールにおける学校文化と指導資質向上
しヲほとんどの就職条件には，テクニカル・カレッジに通って技術を身につけていることが求められ
ています。しかし， 4年制の大学かそれ以上に進学する必要があるのは，20切に留まっています。こ
の傾向は何十年も変わっていません。全米では，成人の約 26%が 4年制大学卒またはそれ以上の学
歴を持っていますが，それぐらいの割合が，経済界が望んで、いるところです。われわれが輩出しよ
うとしているのは，高度な技術を持った人材です。技術に基づいた新しい仕事を担う人材です。情
報産業もそうですし健康産業もますます技術を必要としています。エンジニアリングもそ うです。
いろいろな分野で技術者が求められています。われわれの学校は，そういった分野に人材を送り込
んでいるのです。
経済界の指導者たちは，学校と協働して教育を変えよう，高度な技術者を輩出しようと望んでい
るのです。本センターの設立委員会の会長はハーバード大学でB.F.スキナーの もとで心理学を研究
した Dr.Joe Harlessですが，彼の研究の結論は，人々がもっともよく学ぶのは，演鐸法モデルで、
はなくて帰納法モデルを通してであるということです。この学説によれば2 実例がたくさん与えら
れると，何を学び取るべきかが明確になり，習得率も高まります。一方，先に理論を勉強して後か
ら応用にとりかかるやり方では，成績は芳しくないというのです。多くの学習理論の研究が実例に
よる学習の効力を支持しています。われわれは実例から学び，それを一般化し他の状況において
?
?
??
??
応用するのです。そういったことが，彼の著書である EdenConspiracy .-Educating for Accompjished 
Citizenship， Guild V Publications， 1998に書かれています。この本は， International Society 
for Performance Improvementによってブック。オブ。ザ 。イヤーとして表彰を受けています。本
書の中で，Accomplishment-Based Curriculum Development System(ABCD)というそデルの考え方が
紹介されていますが，本センターの教育方針はこのモデルに基づ、いています。
本センターは，非常に現実的な成果を出していると共に，最新の学習理論研究に基づいてもいる
のです。
1998年当時 ジョージア州の他の高校と同じくカウィータの高校も，大学進学志望の生徒と未熟
練労働者を卒業させていました。しかし，この両極端な層の聞にp 何千人もの若者， しかも，明敏
な若者が存在していました。彼らはもし訓練を受けさえしていれば，技術に基づいた地元の産業に
就職することができたのですが，現実は，そのような訓練を受けていません。人材が供給できなけ
れば，町は産業を誘引する力を失ってしまいます。そして町は若い賃金労働者を失い，その家族を
失います。 ?
?
?
??
そこでカウィータの人々は立ち上がりました。ビジネスの代表者，教育関係者と政府とが協働し
て徹底的な研究を行い，その結果，誕生したのが CECです。通常の高校に通いながらテクニカル。
カレッジの単位が修得でき，地元企業による実践的体験的な訓練を同時に受けることができるチャ
ーター・スクールで、す。
なぜ，チャーター@スクールか。チャーター・スクールは，教育委員会， ビジネス専門家および
保護者に対して説明責任をもっ公立学校で、す。チャーター・スクールとして， CECは公的資金を得
ますが，特別な自由が賦与されます。その自由とは，産業の要請を直接反映させる自由，ビジネス
界の専門家がカリキュラムを作りそして教師として指導できる自由，優秀な教職員を，高校，カレ
ッジ，ビジネス，軍隊といったバックグランドにかかわらず選び雇用する自由です。また，ウエス
ト・セントラル・テクニカル・カレッジと連携することにより，高校生が，コンピュータ・ネ ット
ワーキング，コンヒ。ュータ修理グラフィック・デザイン，製造工業の特殊資格，患者管理師資格，
歯科助手資格，機械，顧客サービス部門，接客業などを実践的に学ぶことができます。
ジョ ージア州のテクニカル・カレッジは伝統的に高い労働倫理を育てることで定評がありました
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がt CECも同じ方針をとります。すべての科目において，学力成績に加えて労働倫理が成績評価項
目こ上がっており，積極的に授業に参加すれば成績が向上します。
本センターの学習は実践的学習で、す。多くの生徒たちは，新入社員，職場実習，協働参画者とし
て現実社会での実践を経験します。高校生が職場と適切な中等後教育の両方において学ぶことがて
きるのは， CEC以外には全米的にも珍しいことです。
本センターは，カウィータ郡の 3つの高校 (NewnanHS， East Coweta HS， Northgate HS)と 1
つのテクニカル ・カレッジ (WestCentral Technical College)の一部として機能しています。こ
のように高校とカレッジから成る学校は，ジョージア州でははじめての試みです。高校だけでもな
い，カレッジだけでもない，そういう理由から，本校の名称が，何々ハイスクーノレや何々カレッジ
ではなく， rエジュケーショナノレ・センターj となっているのです。また， rセントラノレj
は，本センターの敷地が学校区のほぼ中央に位置しているからです。
3つの高校と lつのテクニカノレ・カレッジはそれぞれ独自のキャンパスを持っています。生徒や
学生も，それぞれの学校に在籍しており，それぞれのキャンパスで、教育を受けます。これらの高校
とカレッジは通常の学校です。3つの高校には約 4，500人の在籍生徒がいますが，そのうち，希望
者の約 850人がチャーター・スクールで、ある本センターに登校して学んでいます。
たとえば， 2002年には， Newnan高校の生徒のうち， 186人が午前コースを， 146人が午後コース
を選択しました。午前コースの 186人は，午前中に本センターで授業を受け，午後はNewnan高校で
授業を受けます。彼らと入れ替わりに，午後コースの 146人は，午前中はNewnan高校に登校し，午
後になると本センターにやってきます。移動はスクールパスか自家用車ですが，スクールパスの場
合は無料です。
本センターにはスポーツやスクールバンドのような課外活動がありませんので，高校生たちはそ
れぞれの所属高校(ベース・スクール)でクラブ、活動を行っています。
テクニカル・カレッジからは 378人が単位取得のために本センターに通っています。そのほとん
どが夕方の授業を受けていますが， 23人は午前中に授業を受けています。また，高校とテクニカル・
カレッジとに二重在籍をしている生徒が 63人います。ほとんどが 17歳か 18歳です。高校生がテク
ニカル・カレッジにも同時に在籍するためには，入学試験に合格する必要があります。
縦の統合 (verticallyintegrated)を行っている理由は，カリキュラムの重複を回避するためで
す。コンピュータ技術を高校で学んでいるのに， どうして，ふたたび，カレッジ・レベノレで、同じ科
目を履修する必要があるのでしょうか。それだ、ったら，高校でカレッジ・レベルの科目を教えてし
まい，カレッジの単位を与えればいい，という考え方です。カレッジの講師陣が高校生に対して文
字通りカレッジの授業を教えています。他のテクニカル・カレッジで大人が受けるのと，まったく
同じレベルの授業なので、す。
高校生にも人気があります。彼らの成績の分布は正規分布ではありません。ほとんどがAかBを
取っています。自分たちに対して高度なことが求められていることに満足していますし，実践的な
学習が大好きです。高い動機付けになっています。
このような実践は， ドロップ ・アウト率の低減にもつながっています。 CECができるまでのカウ
ィータ学区の高校のドロップ・アウト率は8.6%でしたが，それが本センター開設後には 3.1%にな
りました。全高校生のうち，本センターに通っている生徒だけに絞るとドロップ ・アウト率は舗で
とあるの
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本校で大切にしているのは，ホームワーク，ハードワーク，チ』ームワークです。ホームワークは，
文字通り，家庭での学習です。ハードワークとチームワークは，私たちが重視している労働倫理教
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育の一貫です。雇用者は，高い労働倫理を学校でしっかりと身につけさせて欲しいと要望してきて
います。アメリカの社会はこれまで、労働倫理教育に焦点をおいてきませんでした。 しかし，経済構
造が劇的に変化し，管理職の数が減少しました。また，企業はグローパル化し，高度な技術が求め
られるようになりました。頼りになる人，定刻に出勤する人，ほかの人々と共に働くことができる
人事資源を効率的に使用できる人，いろいろなレベルのさま ざまな人b とコミュニケーションがき
ちんとできる人，そのような労働倫理を持つ労働者が必要とされています。 アメリカではこれまで
になかったことです。そして，今，雇用主がわれわれに労働倫理教育を行うことを要請してきてい
チャーター・スクールにおける学校文化と指導資質向上
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るのです。
わたしたちは労働倫理評価表といったものを作っています。 10項目にわたる観点があり F それぞ
れに9 優。 良。可@不可の評価をつけるようにしています。観点には事
。出席:授業に出席する。遅刻，早退をしない。欠席する場合は事前に担当講師に伝える。
。性格:忠誠，正直，信頼，信用，積極性，自信fL 自己責任のある行動をとる。
。チームワーク:他人の権利を尊重するの信用を尊重する。チームワークが得意。 協力的。積
極的。接客態度がとれる。学び続ける機会を模索する。マナーがJ.l}、
・外見:適切な服装，髪型。清潔。エチケ ットを守る。
。態度:積極的な態度である。自信があるように見える。自己に対する現実的な期待感がある。
。生産性:安全に心がける。ものを節約する。仕事場を整理整頓する。指示に従う。任務を忠
実に遂行する。参画する。
。組織的技能:時間に優先順位をつけるこ とができる。ストレスを制御することができる。変
化に対処できる柔軟性を見せる。
@コミュニケーション:非言語的コミュニケーション技能
ンゲージ)や言語的コミュニケーション技能(聞き取り ?
ボディー。ラ
を身につけ
(アイ 。コンタク ト，
電話のマナー，文法)
ている。
。協力:リーダーシップの技能を持つ。危機，対立，不満に対して適切に対処する。問題解決
カを発揮する。上司と同僚に対して適切な関係を保つ。指令連鎖に従う。
。尊敬:文化的民族的多様性に適切に対処でき る。いかなるハラスメントもしない。
の 10項目があります。各授業科目の教師が生徒一人ひとりについてこれらの評価を行し、ます。
たとえば，出席率では，提携校の出席率よりも本センターの出席率の方がはるかに高く， 98---99% 
です。われわれは出席率を重視していますし，ちゃんと出席した生徒をきちんと評価します。たと
えば，皆勤の生徒にはそれを称えるパーティーを催し，招待してお祝いをします。皆勤することが
価値あることであることを 全生徒に伝えます。米国の労働省の統計では，会社を挙げてのリスト
ラの場合を除き，解雇になった人々のケースの 800/0が労働倫理の欠如が理由となっています。非常
に多くの人々が， 職場で必要とされる労働倫理を見せなかったという理由で職を失っています。
労働倫理教育のためのカリキュラムがあります。それは，テクニカル 。カレッジの中で開発され
てきたカリキュラムです。ケース。スタディ，状況学習等が労働倫理教育の授業で使われています。
本センターの教員には，労働倫理をテクニカル。カレッジで 10年間教えた経験のある教員がし 1ま
す。この教員が中心となって校内研修を実施し，他の教員が自分の授業の中で労働倫理の指導や評
価が行えるようにしています。このように，教師どうしが教えあい，共有することがとてもよく あ
ります。チームワークは生徒にとっても必要とされますが，教師集団の中でもチームワークは重視
されています。教師はチームワークが必要で、あるという模範を生徒に対して自ら示さなければなり
ません。
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最近のことですが，アメリカにおいて，校内研修が徐々に一般的になりつつあります。教師が同
僚と知識や経験を共有しています。自分たちの資質向上をはかるのに，単に外部の専門家に頼るだ
けではなし同僚の教師に目を向けるようになりました。本センターでは，毎週水曜日に教員が集
まり，このような校内研修を行っています。校内研修では，自分の教育実践を報告して助言を求め
ることもしています。 staffdevelopmentと呼んでいます。
一般企業の世界では，企業内研修に予算の 10%を使うのが普通ですが，アメリカの学校では，教
員の研修に費やされるのは予算の 10/0以下です。企業関係者からは，なぜ¥もっと学校予算を研修
に使わないかと言われ続けています。
アメリカの学校で、は教員の異動が頻繁に行われます。予算と時間をかけて校内研修を実施して教
師を育てても，その教師が別の学校に転出してしまったら無駄になるとの指摘もあるかもしれませ
ん。しかし，本センターはまだ創設されて 3年がたつていませんので，そのような損失は経験して
いません。それよりも，研修を実施してきて実感できるのは，研修を通して教師が変わっていくこ
とです。教師は積極的にカリキュラムを創造していきます。同僚のよい実践を参考にしたり，教え
合ったりしています。
一般の高校でよく聞くのは，教師が縦割り化されていること，お互いに孤立していることです。
社会，数学，言語，芸術などの教科に細分化され，教員は教科を越えた交流をしていません。しか
しながら，本センターにおいては，教員どうしが交流する機会がありますしそれを通して教師は
教育実践を向上させています。実際に，本センターでは，教科にまたがったカリキュラム開発のプ
ロジェクトの試みも芽生え始めています。たとえば，数学の教師が生徒をプレハブ、技術の授業に連
れて行きます。そこで，技術の授業で使う一次方程式の計算を指導します。このようなことは伝統
的な一般の高校で、はなかったことです。そういう意味では，このような校内研修は，効果をあげて
いると言えます。
本センターの教師のパックグランドを説明しましょう。まず，私自身ですが，ビジネス出身です。
大学では，社会科教育を専攻しました。高校・大学時代を通してずっと教師志望でした。教育実習
でも成績がよかったと思います。しかし，大学教育の最終段階で教育実習に行くまで，高校 ・大学
生活の中で教壇に立つ経験がまったくありませんでした。その間に教職以外の道を選ぶ決断をしま
した。大学を卒業してから国際金融関係の道に進みました。貿易金融部門です。第一銀行やパンク・
オブ・アメリカに勤務しながら，日本やASEANの企業がアメリカと貿易を行うのを金融面から支援
してきました。また，地元の小学校の支援も始めました。その学校はモンテッソリーの考え方に基
づいて実践をしています。このことから，実践的体験的な教育に興味を持ち始めました。モンテッ
ソリーの教育方法はすぐれています。たとえば私の娘はこの学校に通ったのですが，とても学力が
向上しました。現在，彼女は 7年生で，クラスでは成績トップですが，すでに高校の授業を受けて .
います。これもモンテッソリー教育法のおかげだと思っています。実践的体験的で深いレベノレの学
習ができたと思います。それで、'そのようなことを高校レベルでできないかと思ったのです。それ
がCECです。まだ始めたばかりですが期待をしております。全米を見れば本センターのような実践
は少しはあると思いますが，そのすべてを行っているのは非常に数少ないのではなし、かと思います。
他の教師も様々なパックグラウンドから集まってきています。多くの教師が普通の高校やテクニ
カル・カレッジから来ていますが，彼らのほとんどが教職を始める前に企業での勤務経験を持って
います。また， 直接ビジネス界からやってきた教師もいます。軍隊で、の教育経験を持つ者もいます。
電子技術など非常に専内的です。非常によい経験だと思います。教員の全員が教員免許を持ってい
るわけではありません。州政府は免許のない教員に対して免許のある教員と同じ額の給料を支払う
??
チャーター・スクールにおける学校文化と指導資質向上
ことに同意していません。免許を持っていない人は，免許のある人よりも給料が低いにもかかわら
ず，企業を辞職して学校に来るわけですから，非常に大きな覚悟が必要です。いつの 日か，教員免
許を持っていない人に対しでも免許を持っている人と同じ給料が払えるようになればいいと思って
し、ます。
多くの高校卒業生が 4年制大学に行きますが，大学卒業時に技術が身に付いていない自分に気づ
きます。あるいは，就職してすぐに自分の限界に気づきます。それからテクニカル 。カレッジに入
り直します。そしてテクニカル・カレッジを卒業するのが 27歳， 28歳になるのです。また，大学
段階でのドロップ。アウト率は高校段階よりも高く，40%が卒業せずに大学を去ります。 大卒の資
格を取らない限り ，給料面での特典はありません。
技術系の教育では様子が違います。明確に定義されている技能を身につけ， それに対応する企業
に就職すれば，技能を身につけている分だけ高い給料を得ることができます。テクニカル 。カレッ
ジの準学士取得者の初年度の年俸は，全米平均で 3万 2000ドルです。4年制大卒者の初年度の年俸
は， 3万4000ドルで、す。テクニカル 。カレッジが 2年ですので， 4年制卒に比べて 2年先に学校を
卒業します。毎年 3%の昇級があるとして計算すると p 大学を卒業する年齢で比べれば給料が同じ
になってしまいます。現在でも 4年制の大卒にこだわる人もいますが， 経済の実態から言えばそれ
は正しくはありません。
ジョ ージア州の南部地域教育委員会 (SREB，Southern Regional Education Board)が推進してい
る「効果ある高等学校JCHSTW， High Schools That Work) とい うプロジェクトがあり ますが， CEC 
とHSTWとの関係では， HSTWからはモデル校になってほしいとの要請があり，協力をしています。
高校教育の質を高めるための哲学について講師として研修をしたこともあります。 われわれはHSTW
との連携を深めようとしています。 HSTWはすばらしい制度です。ただ， HSTWは，高校をあまり変革
せずに教育の質を高めようとしていますが，本センターでは，学校を大きく変革することによって
質を高めようとしています。その点が HSTWとの違いです。
アメリカでは，ビジネス界の考え方と学校の考え方とがなかなかかみ合いません。たとえば競争
原理などの考え方はビジネス界では通用するが，学校では通用しないといった批判もよく耳にしま
す。また，学校の人聞からは，あの人は教育経験がなし、からわからないとか，逆に，ビジネス界か
らは，あの人はビジネス経験がなし、からわからない，といった批判がありました。このギャップに
橋を架けることは難しいですが， SREBは，それをしようとしています。また， SREBは，生徒に期待
を大きくかけること，つまり，生徒に高い目標を持たせることが重要であると しています。これら
の意味でSREBと本センターは似たコンセプ トを持っています。
腕fSTWから教材の提供を受けることもありますし教育の質を高める考え方で参考になることも
あります。また，本センターから 5人の教師を HSTWのワークショップに派遣してお ります。派遣か
ら帰った教師は，校内研修を通して他の教師とワーク ショップの成果を共有しております。
本センターのすべての高校教師が校内研修に参加します。 1週間に l回，水曜日 ですが，約 1時
間の研修があります。そこで，教師どうしが互いのすぐれた実践を共有します。教科を越えて教師
どうしが連携することも求められています。ある教師が別の教師の授業を見学することもあります。
自分のクラスの生徒を別の授業に参加させることもあります。CEOが授業を見ることもあります。
教師の指導の評価は，高校プログラム責任管理者や技能職業教育責任管理者の任務のひとつで， CEO 
はそれを統括しています。私は教師としては素人ですので，実際の評価は専門家である各責任管理
者にゆだねます。私はパートナーである企業が何を求めているかを熟知しています。それを踏まえ
て統括します。私のもっとも重要な任務は?私より有能な人材を部下に雇用することですね。
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財政について説明しましょう。たいていのチャーター・スクールは，小学校なり高校なり，単独
の学校が単位です。しかし，本センターには， 3つの高校と 1つのテクニカル・カレッジがありま
す二で，人材や設備等をできるだけ共有化するようにしています。それが，財政的困難を乗り越え
る有効な手だてです。少l酬から多額の財政的援助を受けています。モデ岬ぞ助成です。モデル
を作成し，州全体からの視察を受け入れ，変革モデルを普及させることに対し L予算がついていま
す。州内で約 10校が本校をモデルにして実践を始めています。
州知事は，本校をそデ、峨進校として助成する意義を次の4つにまとめてfます。 宝
まず第 lにテクニカル・カレッジの人材と施設を利用して高校生にカレツン・レベノレの教育を行
っていることです。人材と施設を共有しています。
第2は seamlessness (途切れのない統合)です。墜を取り除くことです。ひとつには，高校と
カレッジム聞の墜で、す。本センターでは，高校からカレッジ・レベルへの移行はシームレスに行わ
れま子。もうひとつのシームレスは，学習方法の基盤に関係しています。職場経験をしながらの学
習です。学校から職場への移行をシームレスにします。
第3点目は，ビジネス界の人々が学校を支援していることです。本センターでは，ビジネス界を
最終的な顧客と見ています。直接的な顧客は生徒です。しかし生徒はどのような進路をたどるに
しろ，最終的には就職するのですから，ビジネス界はわれわれの究極の顧客なので、す。
第4は，本センターがチャーター・スクールで、あることです。高度な説明責任が要求されている
のと引き替えに，学校運営の自由が与えられています。
モデル校助成金の他に，州予算と学区の予算があります。それらは連携している 3高校とテクニ
カル・カレッジ経由で，本センターに来ます。
運用経費の800/0以上が教員の人件費に使われます。残りが維持管理費と管理職の給与，学校給食，
スクー ノレパスのために使われます。
教育学論集
? ?
??
????
?
生徒の授業料は無料です。スクーノレパスも無料です。生徒は自家用車で通学できますがパスを選
択した場合は無料です。テクニカノレ・カレッジの授業料もホープ助成金という制度があるので無料
となっています。この助成金は少1¥の第3セクターが営業している宝くじで運用されています。この
事業がいろいろな奨学金制度を展開しています。準学士奨学金や学士奨学金があります。もしすべ
ての成績が AかBならば，大学4年間の全額授業料が無料になります。このような取り組みは，全
米でジョージア州が最初です。本センターのテクニカル・カレッジの授業料はホープ助成金から全
額が支払われています。
どの教師もその職歴はユニークであった。大学
Whi tlock CEOへの聞き取りを終えて，校舎内の教室を見学した。実写映像とアニメを組み合わせ
て編集するコンピュータグラフィ ックスの実習，歯の型をとり石膏で歯の模型を作る実習など，極
めて実践的な授業が行われていた。歯科助手や患者管理士のコースでは，高校生が実際に病院や歯
科医院で職場実習を行うことになっている。地元の医療機関は，このプログラムを積極的に支援し
ており，生徒の実習は歓迎されているようだ。また生徒たちは fこの学校で、は実践的な学習がある
ので，学ぶことの意味が理解しやすし、J，r教師が自分たちを大人扱いしてくれるのでやる気が出るj
と話していた。
見学の際，何人かの教師にインタビューしたが，
わお
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を卒業してすぐに教職につき，それ以外の職業は経験したことがないといった教師はほとんどいな
かった。 本センターでは週 l回の教員研修が職務として義務づけられているが?本センターの教師
たちはこの研修を肯定的にとられている。教える内容の専門的知識についてはコ自分の実務経験を
背景として絶対的な自信がある， しかし，それをどう生徒たちに教えてゆけばよいのかについて?
大きな支えとなっているのが校内研修であるととらえている。校内研修では，教師たちは学習指導
方法についての智恵や悩みを共有し互いに指導資質を高めることができる。また，それらをきっ
がけとしてp 教科を超えたカ リキュラムがごく自然な形で開発されてし、く。
本センターのモットーに， seamlessnessがあった。 中等教育から高等教育への移行のスムーズさ
および?実務と座学の聞の継ぎ目のなさを意図している言葉であるが，教師の研修に注目 してみる
と，それが教師と教師の間の seamlessnessを象徴していると言える。 CECはチャーター 。スクール
である利点を生かしながらそれに加えて，校内研修の定着等を通して新しい学校文化を学校内に創
也させることにより F 特色ある学校づくりと指導資質の向上を実現している。
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